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MPにおける最適辞書設計と低ビットレート画像符号化システムの開発
Research Project
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16760296

Research Category

Grant-in-Aid for Young Scientists (B)
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Single-year Grants

Research Field

Communication/Network engineering
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Kanazawa University
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2004 – 2006
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Completed (Fiscal Year 2006)

Budget Amount *help

¥3,400,000 (Direct Cost: ¥3,400,000)
Fiscal Year 2006: ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000) 
Fiscal Year 2005: ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000) 
Fiscal Year 2004: ¥2,200,000 (Direct Cost: ¥2,200,000)
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Research Abstract

Matching Pursuitsは、符号化対象信号に適した辞書を⽤いて信号を近似する⼿法であり、信号電⼒が最も⼤きい信号成分から近似を⾏うため、低いビットレート時に⾼い符号化効率が得
られる。動き補償予測とMatching Pursuitsを組み合わせた低いビットレート画像符号化アルゴリズムの開発を⽬的としている。 
本年度の研究によって得られた成果は⼤きく以下の2つである。 
1.Matching Pursuits符号化では、対象画像の近似に⽤いる辞書が、再⽣品質に⼤きく影響する。そこで対象画像に適した辞書をサブバンド分割し、各帯域の周波数特性に適した辞書を設
計することで、符号化効率の向上を試みた。その結果、低いビットレート時の効率を維持したまま、⽐較的⾼ビットレート時の符号化効率が向上した。また、帯域分割画像のサブサンプ
リングに伴い、帯域に応じた辞書サイズの縮⼩を⾏うことで、符号化処理時間の削減も実施した。 
2.Matching Pursuitsの符号化処理では、信号と類似したパターンを持つ辞書を持つ探索処理に時間が掛かる。そこで予測誤差信号エネルギーが⼤きい領域と最適近似位置の空間的な相関
性を考慮して、信号エネルギーの低い領域を探索対象から外し、さらに残った領域について多段探索を⾏うことで探索速度の向上を試みた。その結果、再⽣画像の品質の低下を抑えたま
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ま,符号化処理の⾼速化を実現し、実時間符号化処理に対する展望を得た。 
これらの成果により、構築した動画像符号化システムの符号化効率の向上と⾼速化が実現した。
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